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平成 29年３月期 通期個別業績の前期実績との差異に関するお知らせ並びに 

営業外費用、特別損失の発生に関するお知らせ 
 

平成 29年３月期（平成 28年４月１日～平成 29年３月 31日）の通期個別業績につきまして、前期実績との

差異が生じましたので、下記のとおりお知らせいたします。 
 

１．平成 29年３月期の通期個別業績との差異（平成 28年４月１日～平成 29年３月 31日） 

 売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 当 期 純 利 益 
１ 株 当 た り 

当 期 純 利 益 

 百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭 

前 期 実 績 （ Ａ ） 750 △14 △54 △148 △27.91 

当 期 実 績 （ Ｂ ） 879 180 54 △66 △11.60 

増 減 額（Ｂ－Ａ） 129 195 109 82 － 

増 減 率（ ％ ） 17.2 － － － － 

 

２．差異の理由 

 売上高につきましては、前事業年度末に廃止した人材派遣事業の売上高（前事業年度は 45,150千円）の

剥落等の影響があったものの、メタボローム解析事業において、食品・製薬分野を中心として受注が堅調に

推移し売上が伸長したことから、大幅な増収となりました。 

利益面につきましては、前述の売上高増加に加え、大うつ病性障害バイオマーカーの実用化・事業化を加

速させることを目的として、当社の連結子会社（HMTバイオメディカル株式会社）に研究開発投資を集約し

た影響等により、個別業績における営業利益・経常利益が黒字化いたしました。また、当期純利益につきま

しても、下記４．に記載のとおり投資損失引当金を計上したこと等から赤字ではあるものの、前年よりも赤

字幅が縮小しました。 
 

３．営業外費用の計上について 

 当社の連結子会社である Human Metabolome Technologies America, Inc. 及び HMTバイオメディカル株

式会社に対する貸付金に対して、いずれも 100%子会社への貸付金であり、その回収可能性はグループ内の政

策的判断に拠る部分が大きいことを勘案し、個別財務諸表における健全性の観点から、貸倒引当金繰入額

131百万円を営業外費用として計上しております。 

 なお、当貸倒引当金繰入額は連結決算においては消去されるため、連結財務諸表に与える影響はありませ

ん。 
 

４．特別損失の計上について 

 当社の連結子会社である HMTバイオメディカル株式会社に対する投資について、大うつ病性障害バイオ

マーカーの実用化・事業化の進展により中長期的には投資価値が増大するものと見込んでおりますが、現時

点ではその規模や時期等を客観的に判断することが困難であるため、個別財務諸表における健全性の観点か

ら、投資損失引当金を計上することとしました。これに伴い、投資損失引当金繰入額 100百万円を特別損失

として計上しております。 

 なお、当投資損失引当金繰入額は連結決算においては消去されるため、連結財務諸表に与える影響はあり

ません。 

以上 


